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　日本の伝統的な日用品であり、繰り返し使用可
能なエコ製品としてPRすることを目的に2000年に
日本風呂敷連合会によって制定されました。つつ
み（223）の語呂合わせが由来となっています。
　物を包むための布がなぜ「風呂敷」という名前
なのかご存知ですか。語源は文字どおり風呂で敷
くことから来ています。しかし、最初から風呂敷と
いう名前ではなく、奈良時代にはツツミという呼び
名で、寺などにある宝物を包むのに使われていま
した。風呂敷が風呂で使われるようになるのは、
室町時代に入ってからです。将軍足利義満は、京
都に建てた屋敷に大湯殿を設けて全国の大名たち
をもてなしました。このとき、彼らは脱いだ服を取
り違えないように、それぞれ自分の家紋の入った

風呂敷に包み、湯上がりには風呂敷の上で身づく
ろいをしたと言われています。
　このときはまだ、風呂に敷く布は「風呂敷」、包
み布を「平包」や「ふくさ」と素材や用途によっ
て名前が違いましたが、江戸時代に入ると、風呂
敷が庶民の暮らしでも広がっていくのにつれて、こ
の呼び名が広まり定着しました。
　現在、物の持ち運びには鞄が多く使われ、時代
とともに風呂敷を見かけなくなりましたが、大切な
方への贈り物や祝儀を包むときなど、需要は今な
お健在で、最近ではインテリアとしても活用され
ています。1枚あれば様々なことに利用できる風呂
敷は、これからも変わらずに重宝され、人々の生
活に寄り添って生き続けていくのだと思います。

今月の表紙

今月の何の日 ２月23日　風呂敷の日

■人口と世帯（１月１日現在）
 人口／60,141人（－33）、 男性／29,818人（－21）、 女性／30,323人（－12）、 世帯数／23,953世帯（＋1）

　下野市では、今年12月にコミュニティFMの開
局を目指し整備を進めていますが、そのイメージ
キャラクターが決定しました。
　名前は「しもぴぃ」で、市の特産品である「か
んぴょう」と市の鳥である「うぐいす」を掛け合
わせたデザインになっています。
　デザインは、大阪市にお住まいの福添歩美さん
によるものです。

　うぐいすのように、きれいな声で下野市の話題
を皆さんにお届けできるようなラジオにしていき
たいと考えています。
　そして「しもぴぃ」の背景にあるのは、祇園1
丁目に建築予定のサテライトスタジオのイメージ
です。市民の皆さんが集い、楽しめるようなスタ
ジオを目指していますのでよろしくお願いします。

~「しもぴぃ」です。よろしく~
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